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語
活
動
も
豊
富
に
含
ん
だ
、
読
む
、
書
く
、
聞
く
、

話
す
力
を
総
合
的
に
伸
ば
す
単
元
構
成
で
あ
る
。

■
目
標 

○�

教
材
を
も
と
に
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
演
じ
る
等

の
表
現
活
動
に
よ
り
、
理
解･

思
考
を
深
め
る
。

■
使
用
資
料
二
※
教
科
書
教
材
の
他
に
用
い
た
も
の

・�

文
庫
本
『
枕
草
子
』（
原
文
と
現
代
語
訳
の
両

方
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
）
一
人
一
冊

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
『
枕
草
子
』
原
文
（
全

323
段
、
能
因
本
参
考
）
五
冊

・�『
枕
草
子
』
関
連
本
（
校
内
の
図
書
館
と
市
立

図
書
館
の
協
力
を
仰
い
だ
）
六
十
冊
程
度

■
展
開

第
一
〜
四
時
　

・�

学
習
の
目
標
、
流
れ
を
知
る
。

・�

序
段
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
を
季
節
ご
と
に
、
原

文
四
人
・
現
代
語
訳
四
人
で
音
読
す
る
。

・�

各
自
選
書
し
、
ど
の
章
段
を
選
ぶ
か
考
え
な
が

ら
読
み
込
む
。

・�

三
〜
四
人
の
班
編
制
を
す
る
。

第
五
時
　

・�

班
内
で
章
段
を
選
び
、
発
表
時
の
表
現
活
動
を

話
し
合
い
、
決
定
す
る
。

第
六
〜
十
一
時
　

・�

各
自
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
、
ノ
ー
ト
に
書
く
。

・�

内
容
を
班
員
で
検
討
し
、
助
言
し
合
っ
て
シ
ナ

リ
オ
を
完
成
さ
せ
る
。

・�

劇
・
紙
芝
居
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
等
、
班
の
表
現

方
法
に
合
っ
た
創
作
活
動
や
練
習
を
行
う
。

第
十
二
・
十
三
時
　

・�

発
表
会
を
行
う
（
体
育
館
）。

・�

発
表
を
鑑
賞
し
、
発
表
班
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

付
箋
に
書
く
。
全
班
の
発
表
が
終
わ
っ
た
ら
、

付
箋
を
各
班
に
渡
す
。

⑥ 

第
41
段
「
虫
は
」
…
紙
芝
居

⑦ 

第
123
段「
は
し
た
な
き
も
の
」…
劇（
コ
ン
ト
）

⑧ 

序
段
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
…
紙
芝
居

⑨ �

第
22
段
「
生
ひ
さ
き
な
く
、
ま
め
や
か
に
」

…
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

⑩ �

第
27
段
「
心
と
き
め
き
す
る
も
の
」
…
紙
芝

居
❷ 

学
習
後
の
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

○�

章
段
選
択
の
際
に
使
用
し
た
資
料
は
、｢

原
文

だ
け｣

が
11
％
、｢

現
代
語
訳
だ
け｣

が
27
％
、

｢

原
文
と
現
代
語
訳｣

が
62
％
と
い
う
結
果
で

あ
り
、
原
文
だ
け
を
読
み
続
け
た
生
徒
が
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
現
代
語
訳
だ
け
に
頼
る
生

徒
は
想
像
し
た
よ
り
少
な
く
三
割
程
度
で
あ
り
、

七
割
の
生
徒
は
原
文
に
目
を
向
け
て
い
る
。

○「
清
少
納
言
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
わ

か
っ
て
き
た
か
」に
つ
い
て
は
100
％
が｢

は
い｣

と
答
え
、
次
の
四
点
を
理
由
と
し
て
挙
げ
た
。

　

①�

話
し
合
い
を
し
た
か
ら
（
解
釈
の
し
か
た
、

道
具･

動
き･

演
技
等
の
ア
イ
デ
ア
、
言
葉

に
つ
い
て
）。

　

②�

思
考
し
た
か
ら
（
解
釈
の
し
か
た
、
人
や
道

具
の
動
き
、
自
分
た
ち
の
今
風
の
言
葉
に
変

え
る
、
作
者
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
、
表
現

活
動
の
選
択
に
つ
い
て
）。

　

③�

何
度
も
読
み
返
し
た
か
ら
（
小
学
校
で
の
音

読
の
経
験･
意
味
の
理
解
も
）。

　

④�

演
じ
た
か
ら
（
演
技
し
た
、
動
い
た
）。

○「
今
回
の
学
習
方
法
で
楽
し
く
、
自
主
的
に
学

習
を
進
め
ら
れ
た
か
」
に
つ
い
て
も
、
全
員
が

｢

は
い｣

と
回
答
し
た
。

　

生
徒
の
状
況
や
学
習
後
の
感
想
か
ら
、
主
体
的

に
学
び
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
章

段
選
び
や
シ
ナ
リ
オ
作
り
の
中
で
、『
枕
草
子
』

に
関
連
す
る
多
様
な
本
を
読
み
続
け
る
（
多
読
）。

繰
り
返
し
教
材
と
対
話
し
な
が
ら
多
く
の
文
や
言

葉
に
出
会
い
、
仲
間
と
対
話
す
る
中
で
自
己
の
感

覚
と
は
違
う
新
し
い
捉
え
方
に
出
会
い
、
語
彙
が

豊
か
に
な
っ
て
い
く
。
作
者
の
意
図
や
心
情
を
想

像
し
な
が
ら
思
考
し
、
現
代
の
言
葉
に
書
き
換
え

る
（
翻
作
）。
そ
し
て
、
仲
間
と
話
し
合
い
、
創

作
し
た
劇
や
紙
芝
居
等
を
演
じ
る
こ
と
に
よ
り

（
動
作
化
）、
理
解･

思
考
が
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て

い
っ
た
。

　

今
後
も
、
精
読
や
訓
詁
注
釈
の
授
業
も
実
施
し

な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
な
授
業
も
学
期
に
一
回
は

実
施
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
行
き
届
い

た
教
材
研
究
や
年
間
計
画
の
工
夫
を
し
続
け
る
こ

と
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

❶ 

各
班（
①
〜
⑩
）
が
選
ん
だ
章
段
と
表
現
方
法

① �・
③ 

第
98
段｢

中
納
言
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て｣

…
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
劇

② 

第
233
段
「
降
る
も
の
は
」
…
紙
芝
居

④ �

第
26
段｢

に
く
き
も
の｣

…
劇
（
コ
ン
ト･

せ
り
ふ
は
録
音
）

⑤ �

序
段
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
…
紙
芝
居
・
ペ
ー

プ
サ
ー
ト

　

古
典
学
習
に
お
い
て
生
徒
一
人
一
人
が
充
実
感

を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
授
業
を
行
え
ば
よ
い
の
か
。
従
来
の
精
読
や

訓
詁
注
釈
だ
け
の
授
業
で
は
「
主
体
的
で
対
話
的

な
深
い
学
び
」
の
た
め
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

本
実
践
は
、
古
典
の
教
材
で
総
合
的
に
力
を
育

む
こ
と
を
意
図
し
た
。『
枕
草
子
』
を
多
読
し
て

章
段
を
選
び
、
そ
の
章
段
に
基
づ
い
た
シ
ナ
リ
オ

を
作
り
（
翻
作
）、
演
じ
る
（
動
作
化
）
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
発
表
・
批
評
し
合
う
場

を
設
け
る
こ
と
で
、
言
語
活
動
に
必
然
性
を
も
た

せ
た
い
。｢

多
読｣

は
、
多
く
の
文
章
に
触
れ
る

こ
と
で
語
彙
を
豊
か
に
し
、
理
解
を
深
め
る
と
考

え
ら
れ
る
。
シ
ナ
リ
オ
作
り
は
、｢

翻
作｣

と
い

わ
れ
る
書
き
換
え
の
言
語
活
動
で
あ
り
、
思
考
を

深
め
、
表
現
力
を
豊
か
に
す
る
。｢

動
作
化｣

は

想
像
力
、
思
考
の
深
化
を
促
す
。
学
習
内
容
も
言

『
枕
草
子
』
で
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
演
じ
よ
う

  

─
─
総
合
的
に
力
を
育
む
古
典
学
習

千
葉
県
南
房
総
市
立
富
山
中
学
校
教
諭
　
石い

し

村む
ら

由ゆ

里り

実  

践

は
じ
め
に

1

指
導
計
画
（
全
十
三
時
間
）

2

学
習
の
実
際

3 3

お
わ
り
に

4

▲第98段 ｢中納言まゐりたまひて」のシナリオの一部。


